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（3） 6・11・1（3）

者
が
通
学
に
付
き
添
い
が
必
要
な

方
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が
付
き
添

え
な
い
場
合
に
限
る
）。
愛
の
手
帳

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
で
、
学
齢
以
上
の
方

が
対
象
で
す（
小
学
生
は
通
学
時
の

利
用
の
み
可
能
）。

　
利
用
を
希
望
す
る
際
は
、
障
害

福
祉
課
ま
た
は
計
画
相
談
支
援
事

業
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
市

（
下
記
参
照
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

▲通信指令室の様子

市民後見人になろう
市民後見人養成講座

ご登録ください
避難行動要支援者市民
相互支援ネットワーク

　市民後見人の候補者を養成する講座の受講者を募集します。詳細は市
をご覧ください。

対稲城市・調布市・日野市・狛江市・多摩市のいずれかに在住で、集合
研修に出席し、動画研修の視聴ができる方
定10人程度
▷選考　書類審査、面接
内基礎研修、実務研修、現場研修
申経歴書と作文〔テーマ＝私の考える市民後見人とは（1,000～1,200字）〕
を郵送または持参
※経歴書は市 で入手可
限令和7年1月20日（月）必着
先問多摩南部成年後見センター（〒182－0026調布市小島町3－69－2第
一荒井麗峰ビル2階）　☎042－498－5802

　地域の支援者が日頃から避難に支援を要する方の状況を把握し、災害
発生時に避難支援や安否確認を行うことを目指すネットワークです。
※登録された情報は、民生・児童委員やお住まいの地域の自治会、地域
包括支援センター、稲城消防署、多摩中央警察署等で共有されます。
対高齢者や障害者等自力避難が困難な方等
申「避難行動要支援者登録届出書兼情報提供同意書」を窓口に提出
※届出書は生活福祉課、平尾・若葉台出張所、各文化センターで入手可
先問生活福祉課地域福祉係

適切な応急手当への感謝状を贈呈しました
（9月10・17日・稲城消防署）

高齢者に祝意をお伝えしました
（9月16日・いなぎ正吉苑）

　令和6年7月、若葉台の救急事案において、西田 由里子氏、副島 友里氏、下田 治幸氏、
北川 英一氏、若葉台地区体育振興会の方々が適切に応急手当を行い、尊い命が救われ
ました。この功績を称え、消防署長から感謝状を贈呈しました。

　老人の日・敬老の日に際して特別養護老人ホーム
いなぎ正吉苑で行われた敬老のつどいに市長が来賓
として参列し、高齢者に感謝と敬意を表し祝福しま
した。
　また、広く祝意をお伝えするため、「稲城市公式動
画チャンネル」でメッセージ動画を公開しています。

移
動
支
援
事
業
の
対
象
者

�

を
拡
充
し
ま
し
た

　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
よ
る

移
動
支
援
に
お
い
て「
通
学
時
の
利

用
」が
可
能
と
な
り
ま
し
た（
対
象

認
知
症
ミ
ニ
講
座
・

�
個
別
相
談
会

「
認
知
症
と
向
き
合
う
」

　
症
状
や
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・

治
療
等
に
つ
い
て
ミ
ニ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
専

門
医
へ
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
関

し
て
個
別
に
相
談
で
き
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
方

日
11
月
22
日（
金
）

時
◯
ミ
ニ
講
座
＝
午
後
2
時
〜
2

時
45
分

参
加
者
募
集

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
65
歳
以
上
の
方
が
介
護
保
険
施

設
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

い
、
活
動
実
績
に
応
じ
た
ポ
イ
ン

ト
に
対
し
て
交
付
金（
年
間
最
大
5

千
円
）を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
自
身

の
介
護
予
防
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方（
稲

城
市
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
）

申
窓
口

※
登
録
の
際
に
活
動
内
容
や
活
動

先
等
を
説
明
し
ま
す
。

先
問
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー　
☎
378
・
3 

8 

0

 

0

開
催
し
ま
す

視
覚
障
害
の
あ
る
方
の

�

交
流
会

　
視
覚
に
障
害
が
あ
る
こ
と
で
、

ひ
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
当
事
者
同
士
で
集
ま
っ

て
楽
し
く
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
7
日（
土
） 

時
午
前
10
時
〜
正
午

場
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
介
護
予
防

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

�

（
11
月
9
日
～
15
日
）

守
り
た
い　
未
来
が

�

あ
る
か
ら　
火
の
用
心

　
9
月
末
時
点
に
お
い
て
、
市
内

で
は
13
件
の
火
災
が
発
生
し
、
そ

の
う
ち
9
件
が
建
物
火
災
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
た
め
火
災
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

◯
個
別
相
談
＝
講
座
終
了
後（
一
人

15
分
程
度
）

場
平
尾
自
治
会
館
1
階（
平
尾
3
の

7
の
1
）

定
◯
ミ
ニ
講
座
＝
30
人

◯
個
別
相
談
＝
3
人

※
い
ず
れ
も
申
込
先
着
順

講
厚
東 

知
成
氏（
稲
城
台
病
院
医

師
）

申
電
話〔
11
月
5
日（
火
）〜
〕

主
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
稲

城
台
病
院

先
問
高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

自
分
で
行
う
住
宅
防
火（
命
を
守

る
10
の
ポ
イ
ン
ト
）

◯
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い

◯
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
燃
え
や
す

い
物
を
置
か
な
い

◯
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る
時

は
必
ず
火
を
消
す

◯
コ
ン
ロ
等
は
安
全
装
置
が
付
い

た
も
の
を
使
用
す
る

◯
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
は
清
掃
す
る

◯
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、

維
持
管
理
す
る

◯
寝
具
・
衣
類
等
は
防
炎
品
を
使

用
す
る

◯
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

◯
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
と
の

協
力
体
制
を
つ
く
る

◯
地
域
全
体
で
防
火
対
策
を
す
る　

問
予
防
課
査
察
指
導
係　
☎
377
・

7 

1 

1 

9

令
和
6
年
度

防
火
管
理
者

　
・
危
険
物
取
扱
者
等

�

実
務
研
修
会

　
稲
城
市
消
防
本
部
と
稲
城
市
災

害
防
止
協
会
で
は
、
過
去
の
大
規

模
災
害
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
防

火
・
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と

し
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
大
地
震
に
対
す
る

自
助
・
共
助
に
お
け
る
備
え
の
ポ

イ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
を

実
施
し
ま
す
。
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
11
月
14
日（
木
）

11
月
9
日
は
119
番
の
日

正
し
く
119
番
通
報

�

で
き
ま
す
か
？

　
皆
さ
ん
の
的
確
な
通
報
が
、
迅

速
な
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
119
番
の
か

け
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

通
信
指
令
員
に
伝
え
る
こ
と

①
火
事
な
の
か
、
救
急
な
の
か

②
場
所（
消
防
車
や
救
急
車
に
来
て

ほ
し
い
住
所
）

③
火
事
や
事
故
の
状
況
、
ケ
ガ
や

病
気
の
状
況
等

救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
ら

　
病
院
に
行
く
か
、
救
急
車
を
呼

ぶ
か
迷
う
場
合
は
、
救
急
相
談
セ

ン
タ
ー（
☎
＃
7 

1 

1 

9
）に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。
救
急
車
を
呼
ぶ

べ
き
か
等
を
電
話
で
相
談
で
き
ま

す
。

Ｎ
ｅ
ｔ
119
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
音
声
に
よ
る
119
番
通
報
が
困
難

な
方
は
、
事
前
に
申
請
・
登
録
す

る
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
Ｗ

声
に
よ
る
訪
問

ふ
れ
あ
い
電
話

　
定
期
的
に
電
話
を
か
け
、
話
し

相
手
や
安
否
確
認
を
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し（
日
中
一
人
で
過
ご
し
て
い
る

高
齢
者
）で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
方

申
窓
口
、
電
話

先
問
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

教
室

申
電
話
、
メ
ー
ル（
必
要
事
項
◯
件

名「
視
覚
障
害
者
交
流
会
申
し
込
み
」

◯
氏
名
◯
連
絡
先
）

先
問
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー　
☎
378
・
3 

8 

0

 

0
、

vc@
inagishakyo.org

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
通
報
で
き

ま
す
。
利
用
方
法
は
市

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
消
防
総
務
課
消
防
総
務
係　
☎

377
・
7 

1 

1 

9

時
午
後
2
時
〜
3
時
50
分

場
中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
首
都
直
下
地
震
へ
の
備
え
、
能

登
半
島
地
震
の
被
害
か
ら
見
直
す

地
震
対
策

講
高
荷 

智
也
氏（
備
え
・
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

問
予
防
課
予
防
係　
☎
377
・
7 

1

 

1 

9


